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事業名 実施主体 事業内容
予算額
（千円）

大池いこいの森
施設運営事業

NPO法人頸城区
観光協会

大池・小池の魅力を活かし、交流人口の拡大を図るため、ビジターセンターを拠
点にキャンプ場の運営と物品販売等のサービスを提供する。

４,３９２

大池の四季散策と
親子イベント体験事業

NPO法人頸城区
観光協会

大池・小池の魅力を活かし、交流人口の拡大を図るため、四季を通じて身近な大
池の自然を体験する散策ツアーや親子イベント体験を行う。

３４２

大池のキャンプ場を
活かし、遊歩道から
山城巡回を楽しむ事業

雁金城跡
保存会

大池に近接する雁金城跡を活用し、地域への愛着の醸成や交流人口の拡大を図る
ため、大池・小池の利用者が雁金城跡に安全に登れるよう大池側からの登山道の
整備や歴史講座などを行う。

５２６

ふるさとの宝を保存
し、後世に歴史的意義

を伝える事業

NPO法人くび
きのお宝のこ
す会、市

地域の大切な宝であるくびき野レールパークを活用し、地域への愛着の醸成や交
流人口の拡大を図るため、車両の乗車体験などによる一般公開のほか、安定した
走行ができるよう老朽化が著しい車両のエンジン取替を行う。

４,９３３

「頸城の名建築 白田邸
建築講座＆見学会」

事業

上越の歴史的
建造物と景観
を守る会

地域の大切な宝である白田邸を活用し、地域への愛着の醸成や交流人口の拡大を
図るため、白田邸を会場とした歴史的建造物に関する講座や魅力ある白田邸の建
築見学会を開催する。

１７５

坂口記念館の特色を
活かした講座事業

市
坂口記念館の魅力を発信し、交流人口の拡大を図るため、坂口記念館で発酵文化
を広める講座を開催する。

１４０

頸城線植栽モデル事業 くびき花の会
区内を花いっぱいにする活動を通じて、住環境の整備やコミュニティの醸成を図
るため、頸城線の植樹帯84メートルの間にモデル的に花木を植栽する。

１,０８０

花の苗里親育成事業 市
区内を花いっぱいにする活動を通じて、住環境の整備やコミュニティの醸成を図
るため、坂口記念館を拠点に挿し木講習会を実施し、里親育成に取り組むととも
に、挿し木で頸城区推奨の花を増やす。

２９０

外国人市民との交流
及びファーマーズ

マーケット
縁

地域住民と外国人市民との食を通した国際交流を深めるとともに、農業の魅力を
発信するため、上越市産の食材を活用したイベントや農業体験を行う。

１,８０９

南川地区大規模
防災訓練

南川振興会
地域住民と外国人市民がともに指定避難所の開設準備や運営訓練を行うことによ
り、地域住民と外国人市民の相互理解を深めるとともに、災害時に地域住民と外
国人市民が安全に避難できるよう防災訓練を実施する。

９５

日本の伝統文化きもの
を通して地域文化を盛
り上げたり、国際交流
を深めたりする事業

くびききもの
くらぶ

外国人市民等が着物や浴衣を体験しながらイベントに協力することにより、国際
交流の推進と日本の伝統文化の継承を図るため、地域の大切な宝である白田邸の
一般公開や国際交流イベントと連携し、着物の体験イベントを実施する。

７４

頸城区の情報を
定期的に発信する
ポータルサイト事業

ジモ活Base
頸城区の情報発信を通じて区内の活動団体の活性化や連携強化を図るため、活動
団体への取材、ＳＮＳ活用講座などを行う。

９４１

くびき冬季
フェスティバル

くびきお祭り
ネットワーク

イベントの少ない冬季に子供たちが楽しみながら雪に親しみ、頸城区の伝統や歴
史を継承できるよう、頸城の歴史を題材としたゲームのほか、かまくら作りや雪
の迷路などのイベントを行う。

４６５

13件 合計１５，２６２

令和７年度地域独自の予算事業一覧
頸城区の地域独自の予算事業は13件の事業で合計15,262千円の予算となっています。令和6年度から
は事業件数3件増、予算6,218千円の増となりました。
なお、令和6年度に実施した外国人市民の児童・生徒を対象とした学習支援事業は、教育委員会主催事
業へ移行しました。
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令 和 ６ 年 度 地 域 独 自 の 予 算 事 業 の 活 動 内 容

今回は、７事業の活動内容を紹介します。

大池の四季を感じる散策ツアー事業

原
稿
の
依
頼
を
受
け
て
即

座
に
頭
を
よ
ぎ
っ
た
の
が
、

散
策
道
や
キ
ャ
ン
プ
場
の
手

入
れ
を
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
整
備
隊
の
方
々
の
顔
だ
っ

た
。
そ
れ
は
、
市
等
か
ら
頸

城
区
観
光
協
会
が
受
託
し
た

枯
木
や
倒
木
の
対
処
、
桜
の

整
備
や
草
刈
り
作
業
を
大

池
・
小
池
の
近
隣
町
内
会
の

整
備
隊
の
方
々
に
お
願
い
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の

お
陰
も
あ
っ
て
、
今
年
度
も

こ
れ
ま
で
に
６
回
の
ツ
ア
ー

を
実
施
で
き
て
い
る
。

頸
城
区
を
代
表
す
る
観
光

ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
大
池
・
小

池
の
四
季
は
、
訪
れ
た
人
す

べ
て
を
魅
了
さ
せ
て
く
れ
る
。

ツ
ア
ー
は
、
春
の
散
策
か
ら

始
ま
り
サ
サ
ユ
リ
や
夏
・
秋

の
キ
ノ
コ
の
探
求
、
そ
し
て

錦
秋
の
散
策
等
々
。
リ
ピ
ー

タ
ー
も
多
く
、
概
ね
定
員

オ
ー
バ
ー
と
好
評
。

今
後
も
引
き
続
き
整
備
隊

の
方
々
に
感
謝
し
つ
つ
、
散

策
ツ
ア
ー
に
同
行
し
た
い
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人頸

城
区
観
光
協
会

整
備
隊
の
一
員
・
石
野

敏

今
年
も
坂
口
記
念
館
は
「
発
酵
の
ま
ち

上
越
」
を
盛
り
上
げ
る
館
の
拠
点
と
し
て

発
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

く
し
く
も
昨
年
12
月
５
日
に
、
日
本
酒

や
焼
酎
、
泡
盛
な
ど
の
日
本
の
「
伝
統
的

酒
造
り
」
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に

登
録
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

坂
口
謹
一
郎
博
士
は
「
カ
ビ
」
の
一
種

で
あ
る
麹
菌
（
こ
う
じ
き
ん
）
が
ど
の
よ

う
に
し
て
お
酒
、
醤
油
、
味
噌
な
ど
を
つ

く
る
か
を
調
べ
、
そ
の
特
性
を
研
究
し
ま

し
た
。

カ
ビ
な
ど
の
微
生
物
に
よ
っ
て
、
人
間

に
と
っ
て
有
益
な
物
質
が
つ
く
ら
れ
る
現

象
を
「
発
酵
」
、
逆
に
人
間
に
と
っ
て
有

害
な
物
質
が
つ
く
ら
れ
る
現
象
を
「
腐

敗
」
と
言
い
ま
す
。

昨
年
９
月
に
開
催
さ
れ
た
「
発
酵
講

座
」
で
は
、
上
越
教
育
大
学
大
学
院
の
光

永
伸
一
郎
教
授
を
講
師
に
迎
え
、
15
名
の

参
加
者
が
実
験
を
交
え
な
が
ら
楽
し
く

「
発
酵
」
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
び
き
来
夢
ネ
ッ
ト笠

原

昇
治

坂口記念館の特色を活かした講座事業

頸
城
区
の
情
報
を
定
期
的
に
発
信
す
る

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
事
業

地
元
活
性
化
や
情
報
提
供
の
た
め
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

利
用
す
る
こ
と
は
、
地
域
の
発
展
に
お
い
て
非
常

に
重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ジ
モ
活
Ｂ
ａ
ｓ
ｅ

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
講
座
で
は
、
地
域
の
人
々
や
団
体
の
方

が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
使
い
方
を
学
び
、
情
報
を
発
信
・
受

信
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
の
取
組
に
よ
り
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
ニ
ュ
ー

ス
を
幅
広
い
世
代
へ
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、
地
元

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
感
じ
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
え
る
世
代
や
活
動
団
体
が
増
え
る

こ
と
で
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
活
動
へ
の
参
加
者

が
増
加
し
地
域
全
体
に
活
気
が
生
ま
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ジ
モ
活
Ｂ
ａ
ｓ
ｅ
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
英
語
に
翻
訳
し
た
情

報
を
掲
載
す
る
こ
と
で
、
外
国
を
ル
ー
ツ
に
持
つ

方
に
も
同
じ
情
報
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
す
る
こ
と
で
頸
城
区
に
暮
ら
す
多

く
の
方
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
情
報
提
供
が
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
講
座
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
を
学
び
な
が
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
上
で
不
安
な
点
も
質
問
で
き

る
の
で
、
参
加
者
同
士
が
楽
し
く
お
茶
を
飲
み
な

が
ら
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
情
報
発

信
の
ツ
ー
ル
が
増
え
る
こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化

や
情
報
の
流
通
が
活
発
に
な
り
、
地
域
全
体
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

地
域
協
議
会
委
員

橋
本

春
美

活動団体
から紹介

活動団体
から紹介

頸城区

観光協会
ホーム
ページは
こちら

ジモ活Base
ホームページ
はこちら
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頸城線植栽モデル事業

頸
城
線
植
栽
モ
デ
ル
事
業

は
季
節
の
花
が
咲
く
通
学
路
、

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
の
整
備
に

よ
り
「
住
み
た
い
、
訪
れ
た

い
ま
ち
」
頸
城
区
を
目
的
に

実
施
し
て
き
ま
し
た
。
頸
城

線
の
高
速
側
道
交
差
点
付
近

か
ら
ア
ヤ
メ
等
の
６
種
類
の

花
木
を
植
栽
、
管
理
を
実
施

し
ま
し
た
。

｢

黒
井
藤
野
新
田
線｣

が
開

通
し
、
大
型
ス
ー
パ
ー
の
建

設
も
決
ま
り
、
頸
城
線
は
頸

城
区
の
玄
関
口
と
な
り
ま
す

の
で
、
令
和
７
年
度
に
向
け

て
は
そ
の
付
近
の
整
備
や
植

栽
も
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
実
施
団
体
で
あ
る

「
く
び
き
花
の
会
」
の
会
員

の
方
々
の
高
齢
化
に
よ
り
管

理
し
て
い
く
こ
と
が
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
地

域
と
協
力
し
て
こ
の
問
題
に

も
取
り
組
ん
で
い
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。

地
域
協
議
会
委
員

竹
田

由
紀
子

冬
休
み
中
の
５
日
間
、
頸

城
地
区
公
民
館
南
川
分
館
で

行
わ
れ
た
外
国
人
市
民
の
小

中
学
生
へ
の
学
習
支
援
活
動

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
延
べ
27

人
、
子
ど
も
延
べ
29
人
が
参

加
し
た
。
主
に
冬
休
み
帳
や

書
初
め
支
援
に
取
り
組
ん
だ
。

活
動
後
、
「
勉
強
が
よ
く
分

か
り
ま
し
た
」
と
子
ど
も
が

嬉
し
そ
う
に
日
本
語
で
話
し

て
い
た
。

学
習
内
容
の
定
着
と
学
力

向
上
を
目
的
に
令
和
５
年
の

夏
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
活
動
。

現
在
、
中
学
生
は
毎
週
土
曜

日
の
午
後
、
小
学
生
は
夏
休

み
等
長
期
休
業
中
に
各
２
時

間
行
っ
て
い
る
。
特
に
中
学

生
に
つ
い
て
は
高
校
入
試
の

重
要
性
に
鑑
み
、
進
路
希
望

の
確
認
、
保
護
者
や
近
隣
の

小
中
学
校
、
中
学
校
長
会
、

頸
城
区
総
合
事
務
所
と
の
連

携
等
も
行
い
、
支
援
の
充
実

を
図
っ
て
い
る
。

地
域
協
議
会
委
員

上
村

淳

外国人市民の児童・生徒を

対象とした学習支援事業

大
池
の
キ
ャ
ン
プ
場
を
活
か
し
、

遊
歩
道
か
ら
山
城
巡
回
を
楽
し
む
事
業

雁
金
城
は
、
松

之
山
街
道
と
並
木

街
道
の
交
差
す
る

重
要
な
拠
点
と
し

て
、
春
日
山
城
の

支
城
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
雁
金
城
跡
保
存
会
は
、
観
光
客
や
見

学
者
な
ど
が
安
全
に
登
山
で
き
る
よ
う
に

今
年
度
も
６
～
８
月
に
か
け
て
安
全
対
策

の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
狼
煙
台
・
本
丸
跡
の
整
備
も
行

い
、
８
月
の
謙
信
公
祭
で
は
狼
煙
上
げ
・

詩
吟
・
抜
刀
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
地
元
の

小
学
生
や
一
般
の
参
加
者
で
大
い
に
賑
わ

い
ま
し
た
。
山
頂
付
近
か
ら
は
頸
城
平
野

や
遠
く
は
日
本
海
・
佐
渡
が
一
望
で
き
ま

す
。
雁
金
城
跡
は
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

と
し
て
も
知
ら
れ
、
山
城
が
好
き
な
方
は

も
ち
ろ
ん
、
多
く
の
方
に
訪
れ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
協
議
会
副
会
長

新
保

哲
男

頸
城
区
観
光
協
会
で
は
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
を
拠
点
に
キ
ャ
ン
プ
場
の
維
持
管
理
、

物
品
販
売
や
無
料
休
憩
場
の
解
放
等
に
よ
り

利
用
者
や
散
策
者
等
の
利
便
性
の
向
上
を
図

る
業
務
を
冬
季
間
を
除
き
行
っ
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
場
の
ト
ラ
ブ
ル
対
応
や
、
遊
歩
道

の
倒
木
処
理
緊
急
対
応
等
の
業
務
も
あ
り
繁

多
で
す
。

利
用
者
拡
大
に
向
け
て
は
、
四
季
折
々
の

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
、
情
報
発
信
を
行
っ
て
い

る
ほ
か
、
企
業
を
訪
問
し
Ｐ
Ｒ
活
動
も
行
っ

て
い
ま
す
。
次
年
度
は
学
校
関
係
へ
の
訪
問

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
小
鳥
の
さ
え
ず
り

を
聞
き
な
が
ら
行
う
サ
ー
ク
ル
活
動
、
美
し

い
自
然
環
境
の
中
で
行
う
会
議
や
打
ち
合
わ

せ
、
休
憩
時
間
に
は
プ
チ
散
歩
で
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
ど
、
多
様
な
利
用
方
法
が
想
定
で
き

ま
す
。

里
山
環
境
の
維
持
に
は
人
間
の
関
わ
り
が

不
可
欠
で
す
。
各
施
設
を
多
く
の
皆
様
か
ら

利
用
い
た
だ
き
、
次
世
代
に
継
続
で
き
る
よ

う
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
協
議
会
委
員

西
巻

肇

大
池
い
こ
い
の
森
施
設
運
営
事
業
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編

集

後

記

令
和
６
年
度
の
地
域
独
自
の
予

算
事
業
が
当
初
の
計
画
ど
お
り
に

進
捗
し
て
お
り
ま
す
。

頸
城
区
地
域
協
議
会
で
は
５
本

の
柱
を
テ
ー
マ
と
し
、
頸
城
区
内

の
活
動
団
体
や
関
係
機
関
の
協
働

の
も
と
実
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
７
月
に
令
和
７
年
度
の
地

域
独
自
の
予
算
事
業
に
提
案
を
予

定
し
て
い
る
団
体
と
地
域
協
議
会

と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、
計

画
・
予
算
の
提
案
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

特
筆
す
る
点
と
し
て
は
、
今
年

度
新
規
事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

た
活
動
で
あ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情

報
発
信
で
す
。
「
ジ
モ
活
Ｂ
ａ
ｓ

ｅ
」
と
い
う
頸
城
区
に
住
む
有
志

が
中
心
と
な
っ
て
い
る
団
体
が
事

業
を
実
施
し
て
お
り
、
頸
城
区
内

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
配
信
を

行
う
仕
組
み
の
構
築
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
活
動
に
よ
っ
て
、
紙

媒
体
よ
り
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
か
ら
情
報
を

収
集
す
る
年
代
へ
の
新
た
な
ア
プ

ロ
ー
チ
と
し
て
、
ま
た
頸
城
区
内

外
へ
の
情
報
発
信
手
段
と
し
て
期

待
さ
れ
ま
す
。

今
年
は
、
上
越
市
合
併
か
ら
20

年
の
節
目
で
あ
り
ま
す
。
地
域
協

議
会
で
は
、
地
域
課
題
の
解
決
に

誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。

(

地
域
協
議
会
委
員

滝
本

篤
透)

地

域

協

議
会

の

う

ご

き

■
９
月
18
日

第
５
回
地
域
協
議
会

・
頸
城
区
に
お
け
る
「
地
域
活
性
化
の
方
向
性
」
に
つ
い
て
（
自
主
的
な
審
議
）

・
地
域
独
自
の
予
算
事
業
の
意
見
交
換
会
の
振
り
返
り
（
自
主
的
な
審
議
）

■
10
月
17
日

第
６
回
地
域
協
議
会

・
頸
城
区
に
お
け
る
「
地
域
活
性
化
の
方
向
性
」
に
つ
い
て
（
自
主
的
な
審
議
）

・
頸
城
区
地
域
協
議
会
視
察
研
修
に
つ
い
て
（
自
主
的
な
審
議
）

■
11
月
16
日

頸
北
地
区
地
域
協
議
会
委
員
合
同
研
修
会

・
内
容
：
地
域
自
治
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要

・
説
明
者
：
上
越
市
総
合
政
策
部

地
域
政
策
課

佐
藤
課
長

■
11
月
20
日

第
７
回
地
域
協
議
会

・
第
６
回
地
域
協
議
会
で
の
意
見
交
換
を
踏
ま
え
た
活
動
団
体
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

に
つ
い
て
（
自
主
的
な
審
議
）

・
頸
城
区
地
域
協
議
会
視
察
研
修
に
つ
い
て
（
自
主
的
な
審
議
）

・
頸
北
地
区
地
域
協
議
会
委
員
合
同
研
修
会
に
つ
い
て
（
報
告
）

・
上
越
市
地
区
公
共
交
通
懇
話
会
に
つ
い
て
（
報
告
）

■
12
月
18
日

第
８
回
地
域
協
議
会

・
令
和
７
年
度
地
域
独
自
の
予
算
事
業
提
案
団
体
と
の
意
見
交
換
会
に
つ
い
て

（
自
主
的
な
審
議
）

・
頸
城
区
地
域
協
議
会
視
察
研
修
に
つ
い
て
（
自
主
的
な
審
議
）

・
上
越
市
議
会
議
員
と
頸
城
区
地
域
協
議
会
と
の
意
見
交
換
会
に
つ
い
て
（
自
主

的
な
審
議
）

・
新
潟
県
南
部
産
業
団
地
の
現
状
に
つ
い
て
（
報
告
）

■
１
月
17
日

第
９
回
地
域
協
議
会

・
南
川
児
童
館
の
廃
止
に
つ
い
て
（
諮
問
）

■
１
月
17
日

上
越
市
議
会
議
員
と
の
意
見
交
換
会

・
「
大
池
・
小
池
を
活
か
し
た
観
光
」
及
び
「
く
び
き
の
お
宝
（
レ
ー
ル
パ
ー
ク
、

館
）
活
用
」
に
つ
い
て
（
意
見
交
換
）

■
２
月
19
日

地
域
独
自
の
予
算
事
業
の
提
案
団
体
と
の
意
見
交
換
会

・
令
和
７
年
度
地
域
独
自
の
予
算
事
業
に
つ
い
て
（
意
見
交
換
）

■
３
月
８
日

雪
国
高
田
の
町
家
の
継
承
と
活
用
を
テ
ー
マ
と
し
た
視
察
研
修

■
３
月
19
日

第
10
回
地
域
協
議
会

・
令
和
７
年
度
地
域
独
自
の
予
算
事
業
提
案
団
体
と
の
意
見
交
換
会
に
つ
い
て

（
報
告
）

・
頸
城
区
地
域
協
議
会
視
察
研
修
に
つ
い
て
（
報
告
）

・
令
和
７
年
度
頸
城
区
地
域
協
議
会
の
取
組
に
つ
い
て
（
自
主
的
な
審
議
）

頸 北 地 区 地 域 協 議 会 委 員 合 同 研 修 会

令
和
６
年
11
月

16
日
に
頸
北
地
区

地
域
協
議
会
委
員

合
同
研
修
会
が
吉

川
多
目
的
集
会
場

で
開
催
さ
れ
、
頸

北
地
区
全
体
で
29

名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

地
域
政
策
課
の

佐
藤
課
長
よ
り

「
地
域
自
治
推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
概
要
説
明
が
行

わ
れ
た
後
、
地
域

自
治
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
か
ら
「
地

域
協
議
会
の
理
想
的
な
姿
」
と
「
地
域
自

治
の
活
動
を
活
性
化
す
る
予
算
の
理
想
的

な
姿
」
の
課
題
と
方
策
に
つ
い
て
グ
ル
ー

プ
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
域
協
議
会

の
理
想
的
な
姿
に
つ
い
て
は
、
「
協
議
会

委
員
の
な
り
手
が
少
な
い
、
特
に
若
者
・

女
性
の
参
加
が
少
な
い
」
な
ど
の
課
題
が

挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
委
員
の
選
考
に
つ
い

て
は
、
現
状
の
公
募
制
の
他
に
団
体
推
薦

に
よ
る
方
法
が
よ
い
な
ど
の
意
見
が
出
ま

し
た
。
予
算
の
理
想
的
な
姿
に
つ
い
て
は
、

地
域
独
自
の
予
算
事
業
の
「
新
規
３
割
、

継
続
事
業
１
割
負
担
は
大
き
い
」
な
ど
の

意
見
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

地
域
協
議
会
の
活
動
に
つ
い
て
も
っ
と

情
報
発
信
を
行
い
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ま

ず
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
だ
と
意

見
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
限

ら
れ
た
時
間
で
す
が
有
意
義
な
研
修
会
で

し
た
。地

域
協
議
会
副
会
長

新
保

哲
男


